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造り 落

平
村
相
倉
と
上
平
村
菅
沼
の
両
集
落
が
、
岐
阜
県
白
川
村
の
荻
町
集

落
と
と
も
に
「
白
川
郷
・
五
筒
山
の
合
掌
造
り
集
落
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ

(
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
)
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
に
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
十
九
回
世
界

遺
産
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
で
は
六
番
目
の
登
録
と
な

り
ま
す
。

指
定
さ
れ
た
の
は
、
相
倉
二
十
棟
、
菅
沼
九
棟
、
荻
町
五
十
九
棟
の
合
掌
家
屋
の
ほ

か、

板
倉
や
土
蔵
な
ど
の
伝
統
的
建
造
物
件
と
、
こ
れ
ら
と

一
体
と
な
り
歴
史
的
風
致

を
形
成
し
て
い
る
石
垣
や
雪
持
ち
林
な
ど
を
含
め
た
六
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
庄
川
上

流
の
山
岳
・豪
雪
地
帯
と
い
う
厳
し
い

地
形
・気
候
風
土
の
な
か
で
発
達
し
た
合
掌
家

屋
が
昔
な
が
ら
の
姿
で
残

っ
て
い
る
こ
と
、
集
落
の
歴
史
的
景
観
と
周
囲
の
自
然
環

境
が
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
後
、
当
該
物
件
は
人
類
全
体
と

し
て
保
護
す
べ
き

か
世
界
の
遺
産
。
と

し
て
広
く
認
識
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
通
常
の
歴
史
的

建
造
物
と
は
異
な
り
、
現
に
今
も

人
々
が
暮
ら
す
民
家
群
が
人
類
の
遺

産
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
大

変
意
義
深
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

平

・
上
平
村
両
村
で
は
、
こ
れ
を
契

機
に
合
掌
集
落
の
保
全
と
地
域
振
興

を
目
的
と
し
た
「
五
筒
山
地
区
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
計
画
」
を
今
年
度

中
に
策
定
す
る
ほ
か
、
富
山・
岐
阜
両

県
お
よ
び
三
村
で
四
月
を
め
ど
に
保

全
会
議
を
設
立
し
、
保
存
・継
承
に
努

め
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

三
村
合

同
に
よ
る
記
念
式
典
が
四
月
に
開
催

さ
れ
ま
す
。

企
平
村
相
倉
集
落
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世界の遺産を後世に
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昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
財
産
が
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
た

の
は
、
本
当
に
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
ら
を
守

っ
て
き
た
先
人
た
ち
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
の
が
私
た
ち

の
役
目
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
自
身
こ
こ
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
以
前
は
観

光
客
の
質
問
に
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
度
々
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
郷
土
に
つ
い
て
勉
強
す
る
機
会

の
設
置
を
村
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
意
図
を
理
解

し
て
く
だ
さ

っ
て
、
平
成
三
年
に
自
然
文
化
解
説

員
養
成
講
座
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

一
昨
年
、

富
山
県
環
境
基
本
条
例
を
制
定

リが平成7年12月20日に

ました。この条例は、都市・

ら地球環境問題、さらに

1環境の創造までの幅広い分野

に対処するため、環境を快

ものとして保全し、創造する

の基本理念や基本的な施策な

るものです。

制
定
の
意
義

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、
他

方
で
大
量
生
産

・
大
量
消
費

・
大
量
廃
棄
の
生
活
様
式

が
定
着
し
、
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
や
ご
み
の
増

大
に
よ
り
環
境
に
与
え
る
負
荷
も
大
き
く
な

っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
化
す
る
環
境
問
題
の
解
決

に
は
、

地
球
環
境
も
視
野
に
お
い
た
新
た
な
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
行
政
側
の
対
応
だ
け
で
は
不
十
分
で
、

県
民
一
人
ひ
と
り
の
行
動
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
す
。

富
山
県
環
境
基
本
条
例
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
従

来
の
工
場
の
ば
い
煙
や
排
水
な
ど
を
規
制
す
る
手
法

だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育

・
学
習
の
推
進
、
県
民
や
事

業
者
な
ど
の
自
発
的
な
活
動
の
促
進
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
手
法
を
総
合
的
に
講
ず
る
た
め
の
新
し
い
枠
組
み

と
な
る
も
の
で
す
。

内
容

富
山
県
環
境
基
本
条
例
は

①
快
適
で
恵
み
豊
か
な
環
境
の
恵
沢
の
享
受
と
継
承

②
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持
続
的
な
発
展
が
可
能

な
社
会
の
構
築、

③
地
球
環
境
保
全
の
積
極
的
推
進

の
3
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
本
理
念
の
も
と
に
、
環
境
の
保
全
と
創

造
に
向
け
た
行
政

・事
業
者
・
県
民
の
責
務
を
明
示
し
、

ま
た
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め

の
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
規
定
す
る
ほ
か
、
環
境
影

響
評
価
の
推
進
、
公
害
等
の
規
制
、
施
設
の
整
備
等
の

事
業
の
実
施
、
地
球
環
境
保
全
に
関
す
る
国
際
協
力
等

の
環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
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一
九
七
二
年
の
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
世

一
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条

一

一
約
」
(
世
界
遺
産
条
約
)
に
基
づ
き
、
世
界
的
に
重
要
な

一
自
然、

文
化
遺
産
を
人
類
全
体
の
遺
産
と
し
て
保
護
す

一
る
制
度
。

一

日
本
で
は
、
今
回
の
白
川
郷

・
五
箇
山
の
合
掌
造
り

一

一
集
落
の
ほ
か
、
法
隆
寺
の
仏
教
建
造
物
、
姫
路
城
、
古

一

一
都
京
都
の
文
化
財
、
白
上
山
地
、
屋
久
島
が
登
録
さ
れ

一

一
て
い
る
。
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企屋根の葺き替え体験

よ
り
裾
野
の
広
い
活
動
を
行
お
う
と
、

自
然
文
化

研
究
会
が
発
足
し
た
ん
で
す
。
現
在
、
会
員
は
四
十

八
名
(
う
ち
村
外
在
住
者
二
十
六
名
)
に
の
ぼ
り
ま

す
。

ふ

今
年
は
、
相
倉
集
落
で
の
屋
根
の
葺
き
替
え
体

験
や
、
昔
の
大
事
な
食
料
源
で
あ

っ
た
栃
も
ち

の

手
づ
く
り
体
験
な
ど
を
通
じ
て
先
人
の
知
恵
を
学

ん
だ
ほ
か
、
観
光
客
に
対
す
る
解
説
活
動
も
積
極

的
に
行
い
ま
し
た
。

世
界
遺
産
へ
の
登
録
で
、
今
後
、
観
光
客
の
増
加

が
予
想
き
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
住
民
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
で

景
観
が
損
な
わ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
止
し
い
観

光
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
も
呼
び
か
け
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

環
境
に
や
さ
し
い

社
会
の
構
築
に
向
け
て

県
と
し
て
は
、
今
後
、
こ
の
条
例
に

基
づ
き
、
経
済
社
会
活
動
全
体
が
環

境
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う

に
、
公
害
の
防
止
や
自
然
環
境
の
保

全
、
さ
ら
に
は
地
球
環
境
の
保
全
ま

で
を
も
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
視

点
か
ら
各
種
の
施
策
を
計
画
的
に
進

め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
に
も
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
抑
制
や

ご
み
の
減
量
化
な
ど
に
努
め
て
い
た
だ
き
、
「
環
境
に
や
さ
し

い
社
会
」
の
構
築
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。
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人口問題バーチャルシンポジウム (~25 日 )

立山山麓スキー場合同オープニングフヱス

ティハル

執務担めの式

執務始めの式

みんなでつくろう ' 96展(~ 2月4日)

富山県市町村会館竣工式

12月11日

12月16日

12月28日

1月4日

1月5日

1月7日
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